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学童の発育に伴う通L圧及び心電図の変化

第3編心電図時相分析について
（心血L管系障害の疫学的研究　第19報）

Fllil不ll34｛ドL　12ノヨ　28　日　　受イ弓凸

　　　　　　　　　　　　　　　信州大学医学部衛生学教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿　　石　　悌　　三　　　t／

　　　　　　　　　Blood　Pressure　and　Electrocardiogram　in　Growing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　School　Children

　　　　　　　　　　　　　　III　Time　Analysis　of　Electrocardiograms

　　　　　　　　　　　　　　（Cardiovascular　Epidemiology　Report　19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEIZ61くQSHIISHI
　　　　　　　　　　Department　of　Flygiene＆Public　Health，　Facu1ty　of　Medicine，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinshu　University
　　　　　　　　　　　　　　　　（Directer：Prof・F．　Kr）MATSu）

　本稿は前編に続いて心’r程図の時相分析を行い，心機　　績は多少年令誰について触れているものもあるが，性

能の一渕職じて歌要劒醍搏数勧llえて囎龍れが発　牙輝命別瞬統的に榔寸されたものは見当駄い。著

育と共に如何に変化するかを，学年別に検索を試みた　　　潜は前編に於て心電図波高値に性差をτ確調したので，

ものである・　　　　　　　　　　　今圓は時柵こついて観察し翼に賄過程にみられた
　成入と小児の心鷺図時相が…滞ド異なることは津田①　　性養が時相にも現われるか，検索を試みた。

浜田②，Ziegler③，1くirchhoft④，　AlimLtrLtng⑥等　　　　　　　　方　　法

によつて指摘され，RR時間，　PQ時閲，　QRS時間，　　　　研究資料及び調i儀日時，心鷹図検奮方法は前編と同

QT時間は何れも発育と共に誕長するとめ報告をみ　　　様である。心鴛図時相個々の｛畑llけ∫法は央々の項に於

る。PQ時間については高階⑤，浜田②，津田①，　　て述べる堪とする。

Kirahhoff④，　Sheer⑦，　Wピth⑧等によつて，　QT時　　　　　　　成　　績

間についてはHegglin　u，　Holzmann⑨，　Fridericia⑩　　　性別年令別心電図時・相分析の谷平均値の僑頼度95％

Bazett⑪，　Ashrnann⑫，　Schlam。witz⑩，久岡⑭等に　　　の信頼区間を一括すると第1～3表の通りである。

よつて関係式の案出が試みられた。これらの優れた業　　　　　（1）RR時間及び脈搏数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RR時聞は1，正，運，　V4誘導
第，1表　学年別性別心電図時梱分析平均値ぐ信頼度95％の信頼区間）　　より夫々1回宛計測し，不整脈のあ

　　　　（靴・／1・…秒）i奢：罫ま危1撃率1考での僻を示す｝・場舗夫・・回宛舗・2回計測を

学　　　　年

小

学

校

中

学

校

1

2

3

4

5

6

I

I

匿

RR
6　　　　　　♀

747～691　　743～697

795～？35　　785・v728

823～767　　787t’v735

838～794　　812－v764

840（ノ791　　812tv768

832～772　　819～750

845～781　v838～772

867κ810　　824・一一v772

881・v803　　820tv763

16。／RR（脈樋：数）　行い・その平均を用いた・脈騰は

δ　　　　　　　♀

oo^RR（RRは秒蝋紘）である。

　小学1年から中学3年までの全学

87・1N79・986・4～80・2　　　童の平均RR時間は男がO．　808秒に

81・7～75・382・5酎76・1　　　対し女がO．779秒で男に大きく，従

78・3－’72・78L　6～76　．2　つて脈1轍｝甥74，却7で好に多

75・4N71・678・2－’74・O　い（。－O．・01）

76，1・｝71，1　　78，4～73，6

　　　　　　　　　　　　　　学年によるRR時間の議は男では
77，9・｝71，7　　80，0tv73，0

一一・一一 @　　　　　1　　　　　小学1年は小学3年以上の各学年よ
77・　O’v70・677・　9～71・　3　り・」・さく，小学2年1沖学L聯

73」5・v69．7　　77，7〔v72．7

　　　　　　　　　　　　　　より小であり，女では小学1年は小
73，7N68，9　　78。6・v73、0

k　劇…一…》782－776174・6－－74・・＜77・・－767　　　　　．
一一＿＿一一．－unM＿．t．P．．mu @　　　　，＿一＿－t　　　　　学4年以上の各学年に比して小であ

’　　　　るo即ちRR時間は小学1年が最も
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小で・男女共商学年程大きい。従つて脈捕：数はその逆　　　は男では小学1年がrl・学各学年より小さく，小単5年

で低学年ほど多いoRR時闘の加令に伴う妊」蓬は．男　　　以下の低学年が中学lll年より小である。女では小学各

が女より大きく・学年の進むと共1こ男女の開ぎが増大　学年が・・卜1学1聯」；り小さい。即ちyl女共にPQ　Ii縮】は

している。これに反し脈博：数は年令増加に伴い男女共　　学年の進むにっれて増大を示しているoそして発育に

減少を示し・殊に男子の減少が著しく，年令の進むに　　　伴う変化には殆ど性薙がみられなかつた。

つれて男女の開きが大きくなる（第’1図）o

第2図　学年別性別P，PQ，　QRS時間

　　　第1図脈搏数　（6‘，／RR）

脈　　　　　　　　　　　属6秒
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P
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QRS

〆蜘畷ポ
×’

　　（2）　P及びPQ時間

　P及びPQ時間は標準肢誘導の最高値を用いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　123456工∬二皿

て謝鷹1論傑講綴鰍誓鶴　　　軸
年差は男にはみられず，女では小学1，2年の低学年

が中学π・皿年よりも小さい。即ち学年縄過について　　　　これに反して高階値〔PQ＝4．7578×RRo・27臥』5．5

のP時間は勇では不変であるのに対し，女では学年が　　　（単位0．01秒）〕はRRと関係するため，男に大きい

進むにつれて増大している。　　　　　　　　　　　　（a＝O．　Ol）。又発育に伴う増加も男に大きい。従つて

　PQ時間にっいては，　PQ実測値の他に高階値及び　　　PQ実測値と高階値との養をみると，小学1年より中

それとの差を計算した。小児に於ける津田①，浜田⑨　　　学IH年までの学董の平均では，男が一・O・・OC6秒，女が

等の値を用いずに，高階⑥値を用いた理由としては，　　　－0．004秒である。この値は学年増加に伴い，魚から

成人に於ける僚との比較を考慮したためである。　　　　正へ変化して，高階偶に対してPQ実測値が大ぎくな「

　PQ実測値は男　O．　15il秒に対して女0．】55秒で，僅　　　る傾向を示している。この傾向は男より女に著しく

かに女が延長している（α　＝＝　O・　OS）。学年増加に伴う差　　　（αm　O．01），高学年ほど男女の開きが大きくなつてい
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る。PQ契測値と高階値との叢について，掌年に伴う　　　第3図学年別，性別QT時・問，　PQ難，　QT養

変化をみれば・男で刷・学4｛「”以下の低学年が1禅1【i　　レ

年より小さく，女では小学欝・年が中学1牌より小で　　〆脚捗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QT値ある。これよりみても，高学年ほどPQ実測値が大き　　　　380

　QRS時間も標準肢誘タ尊の簸高値を用いた。

　QRS時間は金学董の平」幻が：り10，06S秒，女∩．｛｝66秒　　　　360

で，男が女より延炎している（α＝0，01）。かように学

瀬　に於てもQRSi翻ウ求性融認y、た．この麟は　　3S°

中学1，1［，1肛年の各学年でも認めた。栄年に伴う

　　　　　　イ女‘1、Lfi巾
殊にこの傾向は男に藷1・い。QRS時間が獅｛fに伴い・　　　3D

成人に於けるQRS時間に近づぎ，男女の開きな増す。

掌年間でも，男は小学2年以下の低学fトがrl・【学1［年以　　　　20

．上より’」、さく，ノ」、‘’；‘：5有乱以【ドの各‘11蝦ドカ～ヰle罫lll　flls　」：り

小さい。女では小学1年が小‘電；∫：3，4，5年及び中学皿i　　　　IO

年より小である。学年間の幾．は男に鰹しい。

　　（4）αr時聞　　　　　　　　　　　　　　　　o

　QT時聞は1，皿，　III，　V　．iの4論増：について，1ミR

　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　10

41緊一：1
区’

QRS時間の変ヒは，　V’3i　典加金と共に妊長している。　　　　　　　　　Q↑案測値一一HEGGLIN－－HOL7．MANN値

。＿。〆べ軸・・X・、　メ／x

4＼鰹し

PQ「叉’潮僧一高陪備

Zmann値〔Q”「＝　°・391／恥゜・Q4（鵜・秒）’1を計　　。　　　　づノ。

と同様に黙測して平均n‘しを用いたa又Heg繕11n－Hl，1開　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
　　　　　　　　　　』＿　一ヒ　　．一一＿．．，．』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

算茎1学欝欝繰㌦、。．、71襯、汝　．1。ツ舘二

が0．367秒で，男が僅かに姪長している（α躊0．05）。

しかし男はRR時間が女より」瞳いから，　Hegglin－－　　　　　　　　　1　2　3　4　5　6　1　皿　1皿

H。！，m、n。働大である．従ケごQT郷ll値とH，一　　　　　’tv・’　”T

gglin－・Ilolzmann値との鑑は，　V］　O．　020秒に対して，

女0，023秒で，女が大きい（a・＝O．0り。これは成人に　　女は増加と逆の現触を示しているQ各学｛f澗の諮幡

於ける成績⑲とも一致する。　　　　　　　男では’畔・2，3，4年が・瞠1［｛駄りrkきい。女では

　QT実測値の学年に伴う変化は，男女共，学年の進　　　小学2年が小学3・4，5年及び中学1π年より小さく，

むにっれてQT時間が延風しているりこれは殊に女に　　小学1年が小学4年及び中学：肛年より小で，男女逆の

著しい（a・・OQ1）。　QT時間の学年による差は，男で　　　現象である；．小学3年までは男が勝つているが，小学

は小学1年が小学4年より小さく，小学3，4年が最　　　4年以上では女が上廻つている、そして学葎の進むに

高を示す。これに反して女では小学1年が小学3年以　　’つれて男女の開きが大となり・殊に中学皿1年では女が

上の各学年より小さく，小学2曜 Nが小学4，5年及び　　男より大きい。

中学旺，皿年より小であり，最高は中学皿年である。　　　　　　　　考　　按

学年の経過を追つてみると男女共に小学4年に1つの　　　　本資料の心璽図時相分析値を，IF．常心電図として報

peakを描いている。そして第3図のように小学5年　　告した津田①，浜田⑳，鶴町⑯，結城⑰の確と比較す

寒では男が勝つているが，小学6年より女が僅かに上　　　ると，第4表に示す通りである。RR時間は気重象の年

廻る傾向を示している。尚学年増加に伴うQT時闘延　　　令からみても，概ね諸寒と顛似している。浜田⑨の小

長の傾向は女の方が大きい。　　　　　　　児の値よりは火きく，結城⑯の幽・の値よりは小さ

　これに反してHeg91inrHolzmann催〔はRR時間　　　い。従つて脈搏数についても概ね諸家の敏の中間｝こあ

と関係するため，年令増加に伴う増大も男に著しく，　　　る。P時闘は幾分延長しているようであり，従って

全学童の平均としても男に高値である。従つて実測値　　　PQ時間も若干延長している。しかしPQ時間も結城⑰

と計算値とのQT差は，年令増加に伴い，男は減少、　　　の値に比べればむしろ小さい。　QRS時間は諦家の中
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間の値を示している。QT時聞は僅かに砥長しており，　　P（女のみ），　PQ，　QRS（男のみ），　QTの各時間が延畳

Heg禽lin－Ho！zmann値との差も正，即ち延長の側に泣♪　　な示している。又（pQ－4．7578　RRO・a7“，）はり」女共

る・これ腋E［1⑨の鰍・，は小さく・徽⑰物“・「〔」・　物1，（QT－・．39疎主ミ）醐減少，女駒とL、端

り獄ぎい・このことに肌て宮1：画酬欄・ける　・・、、・1・・z伴blttt：化赫す．そしてll多態醗龍糊嚇曙，

！j、児の感染症性疾患とそのQT比を論じ，　QT　IIξ・問の　　　れたよ弓に，時相に於て嬉，　RR，　P，　QRS，　QT，　PΩ

延長があると報告している。藷者の習たP，PQ及び　　　溢，　QT差では，その艶冑のfl：ノ∫が男女異る。尚RR

QTの時間が諸家の戒縫に比し・幾分桑正長しているこ　　及びQRSは男に大きく，　P，　PQ藻，　QT蓮は女に大

とは，諸壕の対象は主に都市の小身己てあるのに対して，　　ぎいといった牲薙な認めた。

著者の対象は農山村小児であり，学難1童期に於て既に地　　　　　　　　全編の総括

城麓が現われているものとも解される。何れにして　　　　長野県鬼無里村ノ1・中学按全校掌窺1275猛の体格，1血

も，これら諸家の成績とも薯しく鐡るものではなく，　　　圧及び心電図検査の結果より，心機能が発宥と共に如

上述のように碧干時相の延長を示すものもあるが，棚　　何なる変化をするかを性別に検討を試みた。その結

めて僅かであるoよつて本編の資料は日本人学箪の心　　　果，

電図時相分析として・参考になるものと考えられる。　　　1）心機能は発育と共に変化する。年令の増すにつ

　心電図時相について発育よりみると・発育と共に延　　れ，血正荘は1二昇し，心電図波高醸（例えばRv．1，　Tr，

長するものとしてはRR，　P（女のみ），　PQ・QRS（男　　　Ml，　v　Dは上列．を示し，　RR，　P，　PQ，　QRS，　QTの各

のみ）・QT及び（PQ一高階値）が挙げられる。又　　　時間は延長する。

（QTrHe麗1in－H。lzmann値）は男減少，女増加の億〔　2）発育の仕方が男女形態rゆこも異ると同様に血

向を示している。発育と共にRR・PQ・QTが延長し　　圧値，心電図測定値も発育に伴い男女異る傾向を示

ていく・とは・醐①・灘◎等と一致する課欄　す．締の仕加～男娯るものとしては，形態醗育

数が発育に伴つて滅少することも明かである。　　　　　　タ）ほかに，」血圧（最大，最小　平均而L圧，脈JI三何れ

　しかし発育の仕方に性差があると同様・心電図時相　　　も），心電図RI，　w，　v↓，　TI，皿，コt，　Vgの各波高値，

の発育による変化にも性差があるかは，先入も触れて　　　RR，　P，　QRS，　QTの各時間が諮げられる。

おらず，公衆衛生学的見地に立つての検討が鵯まれ　　　3）学童期に於ても心電図計測値に性差を認められ

る。そこで発育に伴う心電図時相の変化を男女比較し　　　る。即ちRv．tT皿，皿，　v．1．の斉波高値は男に高く，

てみると・RR，　pl　QRS・QT（pQ一高階値）及び（QT　　　RR及びQRS時間は男に畏く，　P時間及びPQ叢，

一一 ge991in－－Holzmann値）に於て憐差を認めた。こ　　QT差は女に畏い。

のことは心機能に現れた生物学的現象として・心i霞階　　　‘4）以上の嚇実のほかに，本資料は日本人学童の性

系障警の疫学上よりも電要である。殊Ve　RR及びQRS　　別学年別の」血圧及び心電図の平均値としての参考資料

は男に大きく・P・PQ薙・QT蕗は女に大きいことは，　　を提供したものと考えられる。

成入燃ける謄⑯とも類似し駒・鞘麟にある　約に手騰欄を賜つ認師小松駝撒授に深
学童期に於ても・性差をみることは注目される。　　　　　謝する。叉協力を頂いた信州火学医学部衛生学教蜜贔

　　　　　　結論　　　　　 及び学生，並びに鬼無璽村4・中学校職貝及び生徒に感

　小中学校学童1，275名の心盟図検査の結果より，日　　謝し，畑野忠菰上条妙子両塀の労瀞を多とする。

本人学童の時相分析平均値ともいえる値を提示した。　　　文献
　それによれば学魔期に於ては発育に伴つて，RR，・　①津田淳一：日本小児科学会雑誌，61：294；300；413；
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